
5

ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
ふ
る
さ
と

の
味
を
求
め
る
方
々
で
大
変
な

盛
況
と
な
り
、
最
後
は
全
員
で

「
小
坂
中
学
校
校
歌
」を
斉
唱
し
、

終
了
し
ま
し
た
。

▼
ま
な
び
ピ
ア
２
０
２
３

　

10
月
７
、
８
日
の
２
日
間
に

わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
、
作
品
・

活
動
展
示
に
は
、
一
般
町
民
・

団
体
の
作
品
の
ほ
か
、
町
内
保

育
所
や
小
坂
中
学
校
の
作
品
な

ど
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
他
、

太
極
拳
、
コ
ー
ラ
ス
の
発
表
、

体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
催
さ
れ
、

大
変
好
評
で
し
た
。
来
場
者
は

昨
年
度
を
大
き
く
上
回
る
約
８

０
０
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
日
は
小
学
校
体
育

館
で
学
習
発
表
会
、
８
日
は
セ

パ
ー
ム
ア
リ
ー
ナ
で
坂
中
祭
と

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
が
同
時
開
催

さ
れ
、
ま
な
び
ピ
ア
に
も
た
く

さ
ん
の
保
護

者
の
方
が
訪

れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
生

涯
学
習
に
関

す
る
事
業
を

よ
り
一
層
充

実
さ
せ
、
学

校
と
の
連
携

に
よ
り
、「
ま

な
び
ピ
ア
」が
幅
広
い
世
代
の
発

表
の
場
、
多
く
の
町
民
が
集
う

世
代
間
交
流
の
場
と
し
て
発
展

で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

▼
秋
田
25
市
町
村
対
抗
駅
伝　

　
　
　

  

ふ
る
さ
と
あ
き
た
ラ
ン

　

10
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し

た「
ふ
る
さ
と
あ
き
た
ラ
ン
」が
、

由
利
本
荘
市
内
を
回
る
８
区
間

24
・
22
キ
ロ
の
特
設
コ
ー
ス
で

行
わ
れ
、
25
市
町
村
、
30
チ
ー

ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
、

一
般
と
み
ん
な
が
懸
命
に「
た
す

き
」を
つ
な
ぎ
、
町
の
部
で
５
位
、

総
合
で
19
位
と
い
う
結
果
で
し

た
。
遠
方
に
も
か
か
わ
ら
ず
か

け
つ
け
た
町
民
、
選
手
の
家
族
、

教
員
な
ど
、
大
勢
の
声
援
が
選

手
達
の
走
り
を
後
押
し
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
大
会
は
、
一
部
の

市
町
村
で
選
手
の
確
保
が
難
し

く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

年
を
も
っ
て
休
止
と
な
り
ま
す
。

▼
康
楽
館
演
劇
祭

　

７
回
目
と
な
っ
た「
康
楽
館
演

劇
祭
」は
、
黒
子
座
き
っ
ず
、
小

坂
相
撲
甚
句
会
、
ボ
ー
イ
ズ
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
、
劇
団
能
代
小
劇
場
、

秋
田
県
立
花
輪
高
等
学
校
演
劇

部
に
出
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
演
劇
祭
は「
北
の
演
劇

祭
」と「
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

を
引
き
継
い
だ
も
の
で
、
小
坂

町
の
貴
重
な
近
代
化
遺
産
で
あ

り
国
指
定
重
要
文
化
財「
康
楽

館
」の
舞
台
で
幅
広
い
人
材
の
交

流
を
図
る
と
と
も
に
、
多
様
な

舞
台
創
造
の
拠
点
と
し
て
発
信

す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　
「
黒
子
座
き
っ
ず
」は
、
小
坂

町
出
身
で
わ
ら
び
座
の
元
役
者

の
尾
樽
部
和
大
さ
ん
に
よ
る
脚

色
・
脚
本
・
演
出
の「
山
神
社
の

お
札
」に
挑
戦
し
ま
し
た
。
町
内

小
・
中
学
校
か
ら
19
人
が
応
募
し
、

９
月
中
旬
よ
り
尾
樽
部
さ
ん
か

ら
指
導
を
受
け
、
一
生
懸
命
練

習
を
し
て
き
ま
し
た
。
元
気
あ

ふ
れ
る
舞
台
は
観
客
の
皆
さ
ん

に
も
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
も
の

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
小
坂
相
撲
甚
句
会
」は
本
物

の
相
撲
装
束
で
登
場
し
、
小
坂

町
を
題
材
と
し
た
甚
句
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
演

劇
祭
は
、
約

４
０
０
人
の

方
に
来
場
い

た
だ
き
ま
し

た
。
多
様
な

作
品
が
多
く
、

来
場
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん

に
は
飽
き
る

こ
と
な
く
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
た
も
の
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
町

民
の
皆
さ
ん
と
の
か
か
わ
り
を

大
事
に
し
て
、
康
楽
館
演
劇
祭

を
継
続
し
、
芸
術
文
化
の
活
性

化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
新
編
小
坂
町
史
発
刊
の
見
通
し

　

本
年
度
の「
新
編 

小
坂
町
史
」

編
さ
ん
事
業
は
、
前
年
度
事
業

を
繰
り
越
し
、
教
育
委
員
会
所

管
事
業
と
し
て
業
務
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
す
で
に
最
終

校
正
を
終
了
し
、
印
刷
作
業
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
12
月
末
ま

で
に
納
品
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
「
新
編 

小
坂
町
史
」は
、
既
刊

の「
小
坂
町
史
」同
様
に
Ｂ
５
版

の
体
裁
で
、自
然
環
境
編
、原
始
・

古
代
・
中
世
編
、近
世
編
、近
代
編
、

現
代
編
、
民
俗
編
、
人
物
編
で

構
成
さ
れ
、
本
編
の
み
で
千
ペ
ー

ジ
を
超
え
る
ほ
ど
の
大
部
な
も

の
と
な
り
ま
し
た
。

　

議
員
の
皆
さ
ま
か
ら
数
度
の

発
刊
延
期
を
ご
承
認
い
た
だ
い

た
こ
と
に
、
心
か
ら
の
お
詫
び

と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

編
集
・
執
筆
に
ご
指
導
ご
協
力

い
た
だ
い
た
、
町
史
編
さ
ん
委
員
、

協
力
員
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
、

各
分
野
の
資
料
調
査
等
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
関
係
機
関
を
は

じ
め
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
改
め

て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

教
育
行
政
報
告
要
旨

●
条
例
の
一
部
改
正

◆
小
坂
町
印
鑑
条
例

◆
小
坂
町
職
員
の
給
与
に
関
す

　

る
条
例

◆
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も

　

の
の
給
料
、
旅
費
及
び
そ
の

　

他
の
給
与
額
並
び
に
そ
の
支

　

給
方
法
に
関
す
る
条
例

◆
小
坂
町
議
会
の
議
員
の
議
員

　

報
酬
等
に
関
す
る
条
例

◆
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

　

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

　

に
関
す
る
条
例

◆
小
坂
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

●
補
正
予
算

【
令
和
５
年
度
】

◆
一
般
会
計（
第
４
号
）（
第
５
号
）

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計　

　
（
第
１
号
）

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
（
第
１
号
）

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

　
（
第
２
号
）

◆
小
坂
町
歯
科
診
療
所
特
別
会
計

　
（
第
１
号
）

◆
水
道
事
業
特
別
会
計

　
（
第
２
号
）

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　
（
第
１
号
）

●
そ
の
他

◆
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を

　

定
め
る
専
決
処
分

◆
指
定
管
理
者
の
指
定

主
な
議
決
事
項


